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５－５ 貨物車走行台キロ（軽貨物車を除く）の推計 

（１） 貨物車走行台キロ推計の考え方 

車種業態別に貨物車の平均積載トン数（トンキロ/台キロ）の将来値を推計し、将来の貨物車輸

送トンキロを平均積載トン数で除して貨物車走行台キロを推計した。 

 

平均積載トン数モデル

貨物車輸送トンキロ
（車種業態別）

貨物車走行台キロ
（車種業態別）

図 貨物車走行台キロ推計の考え方 

 

（２）平均積載トン数モデルの検討 

① 推計モデルの考え方 

営業用普通貨物車は平均積載トン数（輸送トンキロ/走行台キロ）は、道路交通センサスを用い

て平均最大積載積載重量（車両の大型化を示す指標）と平均積載効率（平均積載量/平均最大積載

重量）（輸送の効率性を示す指標）に分解し、トレンドモデルにより推計した。これは、営業用普

通貨物車においては、平均最大積載重量の増加（車両の大型化）の傾向が顕著にみられたからであ

る。 

営業用普通貨物車以外の車種業態では、平均積載トン数（輸送トンキロ/走行台キロ）をトレン

ドモデルで推計した。これらの車種業態では、営業用普通貨物車でみられたような平均最大積載重

量の明確な増加傾向がみられなかっため、平均最大積載重量と平均積載効率への分解は行わなかっ

た。 

 

ａ）平均積算トン数モデル（営業用普通貨物車） 

【モデル式】 

{ }　）・（）・　（ ｔｔｔ 000 X2X1/X2X1×= YY  

TX t ⋅+= βα1  

TX t ⋅+= βα2  

ｔY  ：ｔ年の普通貨物車平均輸送距離 
0Y  ：推計基準年の普通貨物車平均輸送距離（陸運統計要覧） 
ｔ1X ：ｔ年の普通貨物車平均最大積載重量（道路交通センサス） 
01X ：推計基準年の普通貨物車平均最大積載重量（道路交通センサス） 
ｔ2X ：ｔ年の普通貨物車平均積載効率（道路交通センサス） 
02X ：基準年の普通貨物車平均積載効率（道路交通センサス） 

T  ：西暦年 
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ｂ)平均積載トン数モデル（営業用普通貨物車以外） 

【モデル式】 

TY lll ⋅+= βα  

lY ：車種業態ｌの平均輸送距離 
（車種業態：自家用普通貨物車,営業用小型貨物車,自家用小型貨物車） 

T  ：西暦年 
α、β：パラメータ 

 

② 品目区分 

貨物車走行台キロ推計では、品目区分は行わない。 

 

③ 使用データ 

表 貨物車走行台キロ推計の使用データ 
項 目 出 典 使用年次 備 考 

平均最大積載重量（営業普
通貨物車） 

道路交通センサス 1990、1994、1999 年  

平均積載効率（営業用普通
貨物車） 

道路交通センサス 1990、1994、1999 年  

車種業態別輸送トンキロ 陸運統計要覧 1980 年～1999 年  
車種業態別走行台キロ 陸運統計要覧 1980 年～1999 年  

 

 

【貨物車走行台キロ推計に用いたデータ】 

 

表 営業用普通貨物車の平均最大積載重量及び平均積載効率（道路交通センサス） 

 

平均最大積載量 平均積載効率
(トン/台)

１９９０年 8.448 60.7%
１９９４年 8.230 58.2%
１９９９年 9.107 53.1%
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表 貨物車平均平均輸送トン数推計の使用データ 
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④モデルの検討結果 

営業用普通貨物車では、道路交通センサスの平均最大積載重量と平均積載効率をトレンドモデ

ルで推計し、平均最大積載重量と平均積載効率の積により平均積載トン数を推計した。この道路

交通センサスに基づく平均積載トン数推計値の 1999 年現況値からの伸び率を、陸運統計要覧の平

均輸送トン数の 1999 年現況値に乗じて、陸運統計要覧に基づく平均積載トン数を推計した。 

その他の車種業態では、陸運統計要覧に基づく平均積載トン数を、1980 年から 1999 年の傾向を

反映させたトレンドモデルにより推計した。 

 

表 平均積載トン数モデル 
 推計モデル 備考 
営業用普通貨物車 道路交通センサスの平均最大積載重

量と平均積載効率をトレンドモデル
で推計し、これらを乗じて道路交通
センサスに基づく平均積載トン数を
推計 
この道路交通センサスに基づく平均
輸送トン数の 1999 年現況値からの
伸び率を陸運統計の平均輸送トン数
1999年現況値に乗じて、陸運統計に
基づく平均積載トン数を推計 

1990年から 1999 年にかけて
の傾向で推計 

その他の車種業態 
（営業用小型貨物車、自
家用普通貨物車、自家用
小型貨物車） 

陸運統計に基づく平均積載トン数を
トレンドモデルで推計 

1990年から 1999 年にかけて
の傾向で推計 
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【平均積載トン数モデルの推定結果（営業用普通貨物車）】 

営業用普通貨物車においては、道路交通センサスの平均最大積載量と平均輸送効率の 1990 年から

1999 年の傾向より平均積載トン数の伸び率を推計した。 

 

表 道路交通センサスベースの平均積載量の推計結果 
注：道路交通センサスデータで推計した平均積載トン数の伸びを陸運統計要覧の
平均積載トン数に乗じて営業用普通貨物車の平均積載トン数を推計した。 

 

【平均積載トン数モデルの構造推定結果（営業用普通貨物車を除く）】 

営業用普通貨物車を除く車種業態においては、平均積載トン数の 1990 年から 1999 年の傾向より

トレンドモデルを構築した結果、決定係数（Ｒ２）は比較的高かったため、トレンドモデルを使用

することとした。 

 

ｌｎ（Y）＝α＋βT 

Y ： 貨物車平均積載トン数（トン/台） 

T ： 西暦年（1980 年～1999 年） 

 

α β R２

56.132 -0.028 0.967
23.780 -23.498
51.535 -0.026 0.952
19.256 -19.492
66.426 -0.034 0.956
19.845 -20.436
下段はｔ値

自家用普通貨物車

営業用小型貨物車

自家用小型貨物車

平均最大積載量 平均積載効率
(トン/台)
Ａ Ｂ Ａ×Ｂ 1999年からの伸び

１９９０年 8.4 60.7% 5.1 -
１９９４年 8.2 58.2% 4.8 -
１９９９年 9.1 53.1% 4.8 1.000
２０１０年 10.0 47.3% 4.7 0.977
２０２０年 10.8 42.6% 4.6 0.957
２０３０年 11.8 38.4% 4.5 0.937
２０４０年 12.8 34.6% 4.4 0.918
２０５０年 13.9 31.2% 4.3 0.898

平均積載トン数


